




〔結語〕 

ス剤依存性とはならかった症例では理学上,検査上いづれも残存障害は特に認められなか

ったのに対し,ス剤依存性となった症例では,低身長,Osteoporosis,および血中コルチゾー

ル低下などのス剤による影響と思われるもののほか,関節症状,免疫学的異常ならびにレン

トゲン検査上の関節の変化などの残存障害がみとめられた。 


